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「洸楓座」の名前の意味

洸楓座 （こうふうざ）と読みます。

「洸楓座」は、自然エネルギー（再生可能エネルギー）の利用を推進する団体の
名称です。

主要な自然エネルギーを、名前に含めました。

洸 さんずいは、「水力」を、
つくりの「光」は、「太陽光・太陽熱」を

楓 きへんの「木」は、「バイオマス」を、
つくりの「風」は、「風力」を

座 がんだれの中の「土」は、地熱を、
その上の「人人」は、人力(human power) を

意味するものとして、この漢字を選びました。

はじめに
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39.1km

26.8km

房総横断鉄道
＝ 小湊鐵道＆いすみ鉄道

いすみ鉄道脱線
復旧経費 30億円
2027年秋まで（大原～大多喜）

✖線状降水帯
✖獣と衝突
（イノシシ、シカ、サル、キョン）

○眺望観光
○沿線快活（わくわく感、DX,GX,TX）
○ランニングコスト、・・・
✖未知



【房総横断鉄道】
❏いすみ鉄道
❏小湊鉄道

❏空気鉄道（アエロモーヴェル）
❏ワクワク鉄道／人気あるローカル鉄道

❏イベント列車／Boso-Trans-Railway

【持続可能なローカルと鉄道】
❏事業営業収入の増加
❏ワクワクする鉄道（空気鉄道）
❏自然との共生
❏観光＆アグリ交流人口の増加

❏DX・GX・TX モデル鉄道＆沿線地域
❏国内モデルの実践・10次化事業

❏眺望観光（展望台付大型風車）／ブルネル賞／チバニアン

【複合事業】
❏鉄道モデル事業
❏自然共生事業
❏人材育成事業

❏鉄道観光事業／アグリ生産事業／人材育成（アグリ兼業・農業6次化）
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【複合事業】
❏鉄道モデル事業
❏自然共生事業
❏人材育成事業
❏鉄道観光事業／アグリ生産事業／人材育成（アグリ兼業・農業6次化）

【地域快活（地域再生）】
❏交流人口の増加

❏観光・食・健康事業
❏日帰り・週末・平日連泊観光

❏交流・体験・学び型観光
❏四季の旬の創成と提供

❏異文化交流（ジェンダーフリー／プロと素人の交流）
❏春夏秋冬の食・温泉・渓谷・眺望／エコミュージアム／おもてなし

【課題の解決＝チャレンジ】
❏分かりやすいシナリオ
❏コンテクストとコンテンツ
❏意味の理解（ZTCA）
❏社会受容性（結晶化＝CRYSTALIZATION）／スタンダール『恋愛論』
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背景／空気鉄道との出会い
最初は、ブルネル（IKB、Isambard Kingdom Brunel）との出会い

1989年ごろから何度か、ブルネル大学に滞在
2001年 ブルネルの技術史
2004年 ブルネル紹介行事 科学技術館＠上野 2週間
2006年 ブルネル生誕200年記念行事 『ブルネルの偉大なる挑戦』
2008年 房総横断鉄道沿線のエコミュージアム環境整備 （～2010年）
2010年 日本機械学会技術と社会部門 ブルネル・スピリット研究会

http://www.brunel-spirit.net/index.html
2012年 ロンドンオリンピックの開会式を紐解く
2013年 ブラジルのポルトアレグレ訪問
2014年 日本機械学会「空気鉄道・空気搬送システム」シンポジウム
2016年 ブルネル生誕210年記念行事
2019年 Nｅｖｅｒ Fｏｒｇｅｔ 東北イベント＠築地 ブルネル＆三陸鉄道
2022年 国際善隣協会 「いま、この国に必要なのは、ブルネル・スピリット

―イザムバード・キングダム・ブルネルから学ぶこと」
2026年 ブルネル生誕220年記念 （予定）

http://www.brunel-spirit.net/index.html


2006年 ブルネル生誕200年記念
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大気圧鉄道

 



https://kokusaizenrin.org/themencode-pdf-
viewer/?file=https://kokusaizenrin.org/wp-
content/uploads/2025/05/sato-kenkichi-
11.pdf#zoom=page-fit&pagemode=none

国際善隣協会
機関誌
『善隣』

https://kokusaizenrin.org/themencode-pdf-viewer/?file=https://kokusaizenrin.org/wp-content/uploads/2025/05/sato-kenkichi-11.pdf#zoom=page-fit&pagemode=none


https://www.mlit.go.jp/kokudokeikaku/aratana-
kou/pdf_h21/4_kantou_block/4-10_kantou.pdf

モデル事業名房総横断鉄道沿線のエコミュージアム環境整備

平成21＆22年度
「新たな公」によるコミュニティ創生

支援モデル事業

https://www.mlit.go.jp/kokudokeikaku/aratana-kou/pdf_h21/4_kantou_block/4-10_kantou.pdf
https://www.mlit.go.jp/kokudokeikaku/aratana-kou/pdf_h21/4_kantou_block/4-10_kantou.pdf


ブラジル訪問／調査
2013年



【W20400】 日本機械学会・技術と社会部門
＆交通・物流部門企画
空気圧鉄道・空気輸送システム

[企画・司会佐藤建吉(千葉大)，宮本岳史(鉄道総研)]
日時 2014年 9 月 9 日(火) 12:30-15:00 

東京電機大学@北千住駅前
会場 1 号館 2 階 1206 室Ⅰ-05(10206)室
(1) オープニング： 佐藤建吉(千葉大)
(2) ブルネルの大気圧鉄道について：

高村泰広 (新地高)
(3) Aeromovelの開発経過と営業運転：

Diego Abs (COESTER 社)
(4) エアーシューターと圧空式台車：

酒井啓介 (日本シューター)
(5) Air 紙幣搬送システム・ﾉ・Eﾂいて：

本山直樹 (マースウインテック)
(6) 高速鉄道(減圧トンネル鉄道)に関する研究調査：

岩松勝 (JR 総研)
(7) 総合討論
(8) クロージング： 宮本岳史(鉄道総研)
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シンポジウム 2014年



https://ccbj.jp/wp-content/uploads/2021/01/26.pdf

シンポジウム 2014年

https://ccbj.jp/wp-content/uploads/2021/01/26.pdf


ポルトアレグレ国際空港

❏ 開業 2013年

❏ 連邦政府で所有＆運転

❏ 国際空港と在来線鉄道 １km

❏ 2駅

❏ 740万人以上を輸送

❏ 58万運行（開業から）

❏ 2300人／日

❏ 乗車定員150人／車両 2両で300人

❏ コンプレッサ 300kW

❏ 最小半径 35m

❏ 最大勾配 3％



❏ 開業 2025年

❏ 距離 2,647m

❏ ４駅

❏ ポンプステーション 5カ所

❏ 勾配 4.1 %以下

❏ 最高速度 72 km/h

❏ 走行時間 6 min

サンパウロ国際空港



項目 数値等

最大速度 80km/h

輸送力 24000人

軌道長さ 2700m

軌道 単線

車両 2両編成 （200人 ／ 4人/m2）

駅 4駅

移動時間 6分

間隔 6分

最大勾配 12％

最小半径 25m

コンプレッサ容量 500kW 

軌道 単線

パイプライン 1.2×1.2 m矩形 ピストンとのスキマ2 mm

仕様 （GRU）



新機軸「空気鉄道」の導入

無人運転、Wi-Fi装備、 乗車定員200人 （4人/m2）



新機軸「空気鉄道」の導入

空気鉄道とは？



新機軸「空気鉄道」の導入



圧縮空気推進＆ブレーキ

電動コンプレッサを軌道の下に設置
（最大風圧 20kPa = 0.2気圧）

騒音 55 dB  （コンプレッサー室外）

車両と連接したパイプライン内の２枚の
板で推進力＆制動力を作る

新機軸「空気鉄道」の導入



新機軸「空気鉄道」の導入







新機軸「空気鉄道」の導入

高架軌道



新機軸「空気鉄道」の導入

(2) 空気鉄道の特徴



新機軸「空気鉄道」の導入

エネルギー効率

オフ時
（Wh/人/km）

ピーク時
（Wh/人/km）



新機軸「空気鉄道」の導入

ポルト・アレグレ（Porto Alegre）国際空港



新機軸「空気鉄道」の導入

開発の歴史 ＠ポルト・アレグレ（Porto Alegre）



地域のサステナビリティを支える

(1) 地域課題への対応

⑴ 通学手段の確保（大多喜高校などの通学列車に活用）

⑵ 高齢者の移動手段

⑶ 自動運転で安全・静かな移動手段

⑷ 赤字路線を低コスト・高効率運行で維持可能

⑸ 災害多発・高架構造で冠水・土砂崩れ・動物事故回避などに対応

(2) 房総横断鉄道の DX・GX・TX展開構想

【DX（デジタル・トランスフォーメーション）】

⑴ 空気鉄道の自動運転・遠隔監視・混雑予測

⑵ 沿線農業のスマートアグリ化（IoT水耕・ドローン管理）

⑶ 地域情報アプリでFM放送・観光情報・災害対応を一元化など。

地域デザイン学会



地域のサステナビリティを支える

(2) 房総横断鉄道のDX・GX・TX展開構想

【GX（グリーン・トランスフォーメーション）】
⑴ 大型風力発電機（2MW）を山頂に設置
⑵ 展望室併設：観光スポットとしても活用
⑶ 空気鉄道の送風エネルギーを

再生可能エネルギーで供給
⑷ 発電所の一部を地域電力網にも供給
（マイクログリッド型）など

【TX（ツーリズム・トランスフォーメーション）】
⑴ 山頂の展望室から富士山・東京湾・太平洋を一望
⑵ FMラジオ局による地域文化発信（観光・祭・暮らしの声）
⑶ 空気鉄道そのものが「空を走る観光列車」に（移動×体験）
⑷ 駅や列車内でのインタラクティブ体験（AR案内・旅の記録）など

地域デザイン学会



アグリビジネス導入による産業創出

(1) 産業拠点の形成

⑴ 駅周辺に植物工場、農産物直売所、加工施設などを集積

⑵ 地域ブランド作物（房総野菜）やビール＆ワイン等の開発

⑶ 農産物の都市部への流通市場と直送ルート整備

⑷ 防災パーク（フェーズフリー）など

(2) 兼業農業学校の設置

⑴移住希望者・二拠点居住者向けの短期・中期研修

⑵有機農業＋デジタル副業の複業モデルを指導

⑶高校・大学・企業との連携による教育プログラムの提供、

人材人財育成、産業起業振興など

地域デザイン学会



観光・交流の拠点形成

(1) 空気鉄道と観光資源の融合

⑴ 高架走行は、養老渓谷、大多喜城、四季の景観を楽しめる

⑵観光列車としてのブランディング（空を行く列車）

⑶駅周辺の観光拠点化

（チバニアン、日高誠實記念館、

アートプロジェクト、温泉、体験農園）など

(2) 交流人口の増加戦略

⑴ 移動手段＋観光資源＋農体験＝「地域に滞在する理由」の創出

⑵空気鉄道を使った観光モデルコースやスタンプラリーなど

⑶防災基地として首都圏との交流人口の拡大など

地域デザイン学会



(3）房総横断鉄道：ブルネル賞チャレンジ
❏ ブルネル賞・・・鉄道に関する国際デザイン賞

（1985年創設）
❏ 建築・インフラ・車両・景観・観光鉄道
❏ 持続性・文化性・革新性・美しさ・公共性に重点
❏ 房総空気鉄道は「交通×環境×観光×地域文化」の
融合体として、十分な受賞ポテンシャルあり

⑴ 駅舎デザイン（コミュニティ対応駅舎、高架上の
自然エコ素材の待合室）

⑵ 車両デザイン（空中を走る空気列車（Aeromovel）
＋地域色のラッピング）

⑶ 景観（養老渓谷・大多喜城・富士山・海岸を望む
沿線観光）など

⑷ 伊藤邦明氏が参加

JR水郡線塙駅
ブルネル賞受賞駅舎 （1996年）
建築家・伊藤邦明氏設計

観光・交流の拠点形成
地域デザイン学会



観光・交流の拠点形成

(4)地元住民との連動：誇りと体感のしくみ

⑴ 駅・列車に「関係者の名前・物語」を刻銘：

①地元の石材や木材でアート作品

②列車に地元小中高生の描いた絵などをデザイン

⑵ 住民が案内人になるエコミュージアム体験：

①月崎駅→チバニアン→展望台→風車→農園を結ぶ「生活文化ルート」

②グランパやグランマによるガイド、高校生パーソナリティ、農業体験付き観光

⑶ FM放送で“地元が主役”の放送企画：

①「わたしたちの鉄道物語」：住民が語る空気鉄道への想い

②鉄道運行情報＋季節の観光＋チバニアン解説の複合番組、

⑷ サステナビリティ（再エネ100％＋地域資源循環型の構造）を体現

⑸ 住民・学生・自治体の共創によるプロジェクトやワークショップの展開など

地域デザイン学会



推進体制と今後の展開

(1) パートナーシップ体制

⑴ 地元自治体（市町村・県）

⑵ 小湊鐵道・いすみ鉄道・JR・観光各社

⑶ 地元高校・大学・農業法人・学会協会

⑷ 民間企業・建設・再エネ・物流など。

(2) 実施スケジュール（案）

(1年目) 実証調査・住民説明・構想確定

(2年目) 鉄道法整備協議、農業学校の開設準備

(3年目) 空気鉄道工事着手、農業施設・住宅整備

(4年目) 部分運行開始・観光連携展開、

(5年目) フル開業・地域人口500人増の目標設定、周辺関係企業の操業

地域デザイン学会



図表4 『幸福論』の表紙

結晶化（Crystallization）を模した
「空気鉄道の受容ストーリー」の構築

「空気鉄道」という未来的で異質な技術を社会に溶け込ませるためには、単なる機能説明やコスト比較で
は不十分である。スタンダールの『恋愛論』に倣い、空気鉄道への“共感の結晶”をつくりあげる。

①【不在の段階】まだ何もない（空気鉄道の存在を知らない地域社会）・・
⑴現在の交通に漠然とした不便や限界を感じる、⑵人々は「このままでいいの
か？」と問い始める、⑶“透明な不在”＝空気鉄道の到来を待っている余白となる
②【第一の想起】誰かが「空気で走る鉄道」の話をする・・
⑴子どもたちが「これ、魔法みたい！」と反応、⑵高齢者が「静かで安心なら乗っ
てみたい」と言う、⑶空気鉄道はまだ現実ではないが、「あるかもしれない希望」
として話題になる
③【結晶化の始まり】“意味”が付与され始める・・
⑴この空気鉄道が走ることで「子どもたちの通学が楽になる」、⑵「観光客が増え
る」「地域が注目される」など、利得が語られる、⑶さらに、「地球にやさしい交
通」「静かなまち」という価値観の投影が始まる
④【結晶の成長】共感が物語になって広がる・・
⑴アートや絵本で描かれる「空気鉄道のまち」、⑵高校生が模型を作る、自治体が
愛称を公募する、⑶メディアが「未来を先取りするまち」と取り上げる
⑤【結晶の完成】空気鉄道が「地域の象徴」に変わる・・
⑴もはや「技術」ではなく「風景」や「文化」の一部となる、⑵「私たちは、空気
で動く未来を選んだ」と、住民が語れるようになる

地域デザイン学会



模型の例



事業遂行と課題

(1) 法律改正
法改正の必要性：

空気鉄道（Aeromovel）を導入するには、既存の鉄道法・軌道法の改定と適用。
⑴ 法令上の「鉄道」の定義拡張 →「圧縮空気による地上型自走交通」のカテゴリーを新設
⑵ 第3の公共交通カテゴリーの創設 → LRTやAGT（新交通システム）に続く、

「軽量インフラ型低炭素交通」として認可
⑶ 実証実験区間の特区化・制度緩和 → 地方都市での限定実験から開始する制度設計が必用

(2) 資金調達
夢と現実の共鳴で資金確保は、公的資金＋民間投資の連動が必須
⑴ 国費（補助金）：地域公共交通活性化再生法／GX推進交付金／観光庁地域一体型DMO補助金
／グリーンイノベーション基金、インフラ（空気鉄道・風力・放送局）への導入支援

⑵ 地方自治体支援：県・市町の地方創生推進交付金／防災対策交付金、協議体形成、
広域連携で強化

⑶ 民間投資：地方創生ファンド／インパクト投資／地銀連携型PFI

⑷ 観光事業、植物工場、宿泊施設などに出資誘導
⑸ クラウドファンディング：住民参加型資金調達、FM放送局・駅舎再生など
⑹ 社会貢献寄附金：ふるさと納税（鉄道＋農業＋観光連動型）、対外的PRと人材人財参加誘発

地域デザイン学会



おわりに

この構想は、
「空気で走る鉄道」が単なる交通機関ではなく、

ワクワクする“地球の歴史と人々の暮らしが交差する、
世界に誇れる文化プロジェクト”である。

⇒
「空気でつながる暮らし」を実現することを目指す。

空気鉄道とアグリビジネスは、
房総半島に新たな未来を吹き込む“風”となるだろう。

その実現は、
地域とともに全国的な理解と周知による。

そのためのPRと発信の結果に帰結する。
今日が、また、その始まりである。


